
岡崎市立東海中学校で防災講座を行いました
令和７年１２月１６日（火）、岡崎市立東海中学校で２年生１６４名に防災講座を行いました。学校の裏山は土砂災害

警戒区域に指定されています。

講座では、伊勢湾台風や東海豪雨、岡崎市で１時間雨量１４６.５ミリを記録した平成２０年８月末豪雨など過去の水害、

今年９月に岡崎市内に避難指示が発令された台風１５号など近年の水害について学習しました。

また、ＶＲでの浸水疑似体験や伊勢湾台風ＡＩ語り部との対話体験なども行いました。ＶＲ体験者からは「油断をしな

いで早く避難したい。」、「警報が出たらすぐ避難しようと思った。」などの感想があり、早期避難の重要性が伝わって

いました。ＡＩ語り部との対話体験では、「どのくらいの期間、避難所にいましたか？」、「避難所での暮らしはどうで

したか？」などの質問を通して、避難などについて理解を深めました。

今回の講座が、生徒たちの防災意識向上に繋がり、将来「守られる人」から「守る人」になって頂けることを期待して

います。
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